
(57)【要約】
【目的】ポリエステル繊維などにおける紫外線遮蔽効果を向上すると共に、紡糸生産性、
繊維強度、繊維色彩、糸道の磨耗低減などを改善する。
【構成】紫外線遮蔽効果を有する繊維を提供するもので、該繊維内に１重量％以下の平均
粒径１００ナノメートル（ｎｍ）より小さい無機二酸化チタン微粒子を添加して紫外線遮
蔽効果をもたせた繊維、および該繊維を用いて製造した織物。トリポリ燐酸カリウム分散
剤を加えることにより、二酸化チタン微粒子の凝集を防止して、均一一様に分散させ、紫
外線遮蔽効果向上と共に糸道の磨耗を低減する。添加紫外線遮蔽効果を有する繊維の重量
は織物全重量の５０％以上であり、且つ該織物の開孔率が０．７％以上２５％以下のとき
には、ＵＰＦ（紫外線防護ファクター）は４０％以上となる。 10
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
繊 維 に １ 重 量 ％ 以 下 の 平 均 粒 径 が １ ０ ０ ナ ノ メ ー ト ル （ ｎ ｍ ） よ り 小 さ い 紫 外 線 反 射 効 果
を 有 す る 無 機 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 を 添 加 す る こ と を 特 徴 と す る 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る 繊
維 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 無 機 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 の 製 造 時 に さ ら に ト リ ポ リ 燐 酸 カ リ ウ ム の 分 散 剤 を 加 え る 請
求 項 １ に 記 載 の 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る 繊 維 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る 繊 維 を 使 用 し て 製 造 し た 織 物 。
【 請 求 項 ４ 】
織 物 中 の 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る 繊 維 の 重 量 が 織 み 物 全 体 の 重 量 の ５ ０ ％ 以 上 で あ り 、 該
織 物 の 開 孔 率 が ０ ． ７ ％ 以 上 ２ ５ ％ 以 下 で あ る と き に は Ｕ Ｐ Ｆ （ 紫 外 線 防 護 フ ァ ク タ ー ）
が ４ ０ ％ 以 上 で あ る 請 求 項 ３ に 記 載 の 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る 繊 維 を 使 用 し て 製 造 し た 織
物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る 繊 維 お よ び 織 物 に 関 す る も の で 、 特 に 、 該 繊 維 内 に １
重 量 ％ 以 下 の 平 均 粒 径 が １ ０ ０ ナ ノ メ ー ト ル （ ｎ ｍ ） よ り 小 さ い 無 機 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子
を 添 加 し て 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を も た せ た 繊 維 、 お よ び 該 繊 維 を 用 い て 製 造 し た 織 物 に 関 す る
。 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る 繊 維 の 重 量 は 織 物 全 重 量 の ５ ０ ％ 以 上 で あ り 、 且 つ 該 織 物 の 開
孔 率 が ０ ． ７ ％ 以 上 ２ ５ ％ 以 下 の と き に は 、 Ｕ Ｐ Ｆ （ 紫 外 線 防 護 フ ァ ク タ ー ） は ４ ０ ％ 以
上 と な る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 お よ び 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
近 年 、 屋 外 で の 活 動 量 が 大 幅 に 増 え て き た こ と に よ り 、 市 場 で は 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る
織 物 、 特 に 運 動 着 、 ゴ ル フ ウ ェ ア 、 釣 り 用 ウ ェ ア 、 ユ ニ フ ォ ー ム 、 帽 子 、 傘 、 カ ー テ ン な
ど に 対 す る ニ ー ズ が 拡 大 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る 繊 維 お よ び 織 物 の 開 発 面 で は 、 織 物 の 組 織 密 度 を 高 め る 、 或 い は
蛍 光 増 白 剤 な ど を 添 加 す る と い っ た 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 改 善 す る 技 術 が す で に 出 現 し て い る
が 、 織 物 の 組 織 密 度 を 高 め る と 通 気 性 が 悪 く な り 、 紫 外 線 遮 蔽 効 果 に 対 す る 要 求 が 強 く な
る 夏 季 の 織 物 に 不 適 で あ っ た 。 ま た 蛍 光 増 白 剤 を 使 用 す る こ と は 、 蛍 光 増 白 剤 の 紫 外 線 反
射 効 率 が 悪 い た め 、 皮 膚 に 直 接 触 れ る 織 物 の 用 途 と し て 適 当 で な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
近 年 よ く 使 用 さ れ て い る の は 、 繊 維 中 に 紫 外 線 反 射 剤 ま た は 紫 外 線 吸 収 剤 を 添 加 す る 、 或
い は 紫 外 線 反 射 剤 お よ び 紫 外 線 吸 収 剤 を 合 わ せ て 使 用 す る 技 術 で あ る 。 紫 外 線 反 射 剤 お よ
び 紫 外 線 吸 収 剤 の 成 分 は 、 無 機 化 合 物 ま た は 有 機 化 合 物 に 分 か れ る が 、 有 機 化 合 物 を 用 い
る と 染 色 時 に 繊 維 の 物 性 が 影 響 を 受 け や す い た め 、 無 機 化 合 物 が よ く 使 わ れ て い る 。 無 機
化 合 物 の う ち 滑 石 、 カ オ リ ン 、 酸 化 亜 鉛 、 酸 化 鉄 、 二 酸 化 チ タ ン は 紫 外 線 反 射 剤 と し て 使
用 さ れ 、 な か で も 可 視 光 線 や 紫 外 線 の 反 射 効 果 が 優 れ た 二 酸 化 チ タ ン が よ く 使 用 さ れ て い
る 。 ま た ア ル フ ォ ー ル 、 ベ ン ゾ フ ェ ノ ン （ Ｂ ｅ ｎ ｚ ｏ ｐ ｈ ｅ ｎ ｏ ｎ ｅ ） 、 ベ ン ゾ ト リ ア ゾ
ー ル （ Ｂ ｅ ｎ ｚ ｏ ｔ ｒ ｉ ａ ｚ ｏ ｌ ｅ ） 、 シ ア ノ ア ク リ レ ー ト （ Ｃ ｙ ａ ｎ ｏ ａ ｃ ｒ ｙ ｌ ａ ｔ
ｅ ） と い っ た 化 合 物 が 紫 外 線 吸 収 剤 と し て 用 い ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
紫 外 線 反 射 剤 お よ び 紫 外 線 吸 収 剤 は 紡 糸 の 際 に 直 接 繊 維 中 に 加 え て も 、 或 い は 後 処 理 の 段
階 で 織 物 の 表 面 に 塗 布 す る 方 式 で 加 え て も よ い が 、 塗 布 方 式 で は 織 物 の 隙 間 を 塞 い で し ま
う た め 、 通 気 性 が 悪 く な り 、 着 用 時 に 暑 く 感 じ ら れ 、 ま た 直 接 繊 維 に 加 え る わ け で は な い
の で 、 幾 度 か 洗 濯 し て い る と そ の 表 面 上 の 処 理 剤 が 落 ち て 、 紫 外 線 遮 蔽 効 果 が 薄 れ る た め
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、 通 常 こ の 方 式 の 使 用 は あ ま り 提 唱 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
紫 外 線 の 遮 蔽 効 果 改 善 に 関 す る 発 明 で は 、 例 え ば 日 本 特 開 平 ５ － １ ４ ８ ７ ３ ４ 号 公 報 、 名
称 ： 「 紫 外 線 遮 蔽 性 を 有 す る 繊 維 構 造 体 お よ び 該 構 造 体 を 用 い た 繊 維 製 品 」 が 、 繊 維 中 に
１ 重 量 ％ 以 上 の 紫 外 線 反 射 剤 ま た は 吸 収 剤 を 添 加 し た 通 気 度 が ５ ｍ ｌ ／ ｃ ｍ ２ 以 上 の 繊 維
構 造 体 を 開 示 し て お り 、 波 長 ２ ９ ０ ～ ３ ２ ０ ｎ ｍ の 紫 外 線 に 対 す る 透 過 率 は ５ ％ 以 下 、 波
長 ２ ９ ０ ～ ４ ０ ０ ｎ ｍ の 紫 外 線 に 対 す る 透 過 率 は １ ０ ％ 以 下 、 波 長 ４ ０ ０ ～ １ ２ ０ ０ ｎ ｍ
の 可 視 光 線 に 対 す る 反 射 率 は ６ ０ ％ 以 上 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
日 本 特 開 平 ５ － ９ ３ ３ ４ ３ 号 公 報 、 名 称 ： 「 紫 外 線 遮 蔽 性 に 優 れ た 布 帛 」 で は 、 芯 部 に ５
～ ４ ０ 重 量 ％ の 金 属 酸 化 物 を 含 ん だ 紫 外 線 遮 蔽 性 を 有 す る 芯 ／ 鞘 構 造 の 繊 維 お よ び 該 繊 維
を 使 用 し て 製 造 し た 布 帛 を 開 示 し て い る 。 該 織 物 の カ バ ー フ ァ ク タ ー （ ｃ ｏ ｖ ｅ ｒ 　 ｆ ａ
ｃ ｔ ｏ ｒ ） は ７ ０ ０ ～ １ ３ ０ ０ で 、 編 み 物 の カ バ ー フ ァ ク タ ー は ２ ０ ０ ～ ５ ０ ０ 、 布 帛 の
紫 外 線 透 過 率 は １ ０ ％ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 日 本 特 開 平 ５ － １ ８ ６ ９ ４ ２ 号 公 報 、 名 称 ： 「 編 み 物 」 で は 、 繊 度 が １ ｄ ｐ ｆ （ ｄ ｅ
ｎ ｉ ｅ ｒ 　 ｐ ｅ ｒ 　 ｆ ｉ ｌ ａ ｍ ｅ ｎ ｔ ） 以 上 の 疎 水 性 繊 維 を 主 体 と す る 表 面 層 と 、 可 視 光
線 お よ び 近 赤 外 線 を 反 射 で き る ３ 重 量 ％ 以 上 の 無 機 化 合 物 を 含 む 繊 維 を 編 ん だ 裏 面 層 お よ
び 接 結 層 か ら な る 二 重 構 造 を も っ た 編 み 物 を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 ３ つ の 発 明 で 開 示 さ れ た 繊 維 の 紫 外 線 遮 蔽 性 を 改 善 す る 技 術 は 、 い ず れ も 重 量 比 で 少
な く と も １ ％ 以 上 、 高 い も の で は ４ ０ ％ に 至 る 紫 外 線 反 射 性 ま た は 吸 収 性 を 備 え た 金 属 化
合 物 を 添 加 す る こ と に よ り 達 成 さ れ て い る が 、 大 量 の 金 属 化 合 物 が 繊 維 内 に 入 る と 、 紡 糸
の 生 産 性 が 落 ち 、 繊 維 の 強 度 が 低 下 し 、 繊 維 の 色 彩 が 黄 色 に 変 色 す る と い っ た 問 題 が 発 生
す る 以 外 に 、 大 量 の 金 属 化 合 物 が 繊 維 表 面 に 分 散 さ れ る た め 、 後 段 階 で 繊 維 を 使 っ て 製 織
、 染 色 す る 加 工 過 程 に お い て 、 加 工 機 械 の 糸 道 が 極 め て 磨 耗 し や す く 、 製 品 の 品 質 に 影 響
す る ほ か 、 加 工 機 械 の 使 用 寿 命 が 大 幅 に 縮 ま り 、 製 造 コ ス ト が 増 大 す る と い っ た 問 題 を 有
し て い た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 に 鑑 み 、 本 発 明 者 は 研 究 と 改 善 を 重 ね 、 繊 維 中 に 紫 外 線 反 射 効 果 を 有 す る 平 均 粒
径 が １ ０ ０ ナ ノ メ ー ト ル （ ｎ ｍ ） よ り 小 さ い 無 機 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 を 加 え 、 ま た 例 え ば
ト リ ポ リ 燐 酸 カ リ ウ ム （ ｐ ｏ ｔ ａ ｓ ｓ ｉ ｕ ｍ 　 ｔ ｒ ｉ ｐ ｏ ｌ ｙ ｐ ｈ ｏ ｓ ｐ ｈ ａ ｔ ｅ ） な ど
の 分 散 剤 を 加 え る と 、 繊 維 上 の 分 布 面 積 が 増 大 し 、 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 が 凝 集 す る 現 象 を
防 ぐ こ と が で き 、 紫 外 線 反 射 効 果 が 明 ら か に 向 上 す る ほ か 、 紡 糸 生 産 性 、 繊 維 強 度 、 繊 維
色 彩 、 糸 道 の 磨 耗 な ど が 改 善 で き る こ と に 気 づ き 、 本 発 明 を 完 成 し た 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 は 繊 維 中 に 平 均 粒 径 が １ ０ ０ ナ ノ メ ー ト ル （ ｎ ｍ ） よ り 小 さ い 紫 外 線 反 射 効 果 を 有
す る 無 機 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 を 加 え る も の で 、 使 用 す る 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 が ナ ノ メ ー ト
ル 級 で あ る た め 粒 径 が 極 め て 微 細 で あ り 、 繊 維 中 に 加 え ら れ る と 繊 維 上 の 分 布 面 積 が 増 大
し 、 分 布 面 積 が 増 大 す る と 紫 外 線 反 射 効 果 は 当 然 顕 著 に 向 上 す る の で 、 紫 外 線 の 遮 蔽 効 果
が 上 が り 、 従 っ て 添 加 量 を 減 ら す こ と が で き 、 生 産 コ ス ト の 低 下 に つ な が る ほ か 、 紡 糸 生
産 性 、 繊 維 強 度 、 繊 維 色 彩 、 糸 道 に 対 す る 磨 耗 性 を 改 善 で き る 。 本 発 明 に お い て 繊 維 中 に
加 え る ナ ノ メ ー ト ル 級 の 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 の 添 加 量 は １ 重 量 ％ 以 下 で あ る 。 洗 濯 を 重 ね
る う ち に 紫 外 線 遮 蔽 効 果 が 薄 れ て く る こ と を 防 ぐ た め 、 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 を 繊 維 中 に 加
え る 際 に は 直 接 加 え る こ と と し 、 後 処 理 に お い て 塗 布 す る 方 式 を 用 い な い 。 繊 維 中 に 直 接
加 え る 方 式 は 重 合 の 過 程 で 加 え る か 、 ま た は 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 の マ ス タ ー バ ッ チ （ ｍ ａ
ｓ ｔ ｅ ｒ ｂ ａ ｔ ｃ ｈ ） を 作 製 し 紡 糸 の 過 程 で 加 え る か す る が 、 い ず れ を 採 っ て も 、 二 酸 化
チ タ ン 微 粒 子 が 凝 集 し な い よ う に 注 意 が 必 要 で あ る 。 凝 集 現 象 が 発 生 す る と 、 紡 糸 生 産 性
に 大 き く 影 響 す る ほ か 、 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 の 繊 維 上 の 分 布 面 積 が 減 少 し 、 紫 外 線 遮 蔽 性
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が 低 下 す る 。 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 の 凝 集 を 防 ぐ た め 、 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 の 溶 液 を 調 合 す
る 際 に ト リ ポ リ 燐 酸 カ リ ウ ム （ ｐ ｏ ｔ ａ ｓ ｓ ｉ ｕ ｍ 　 ｔ ｒ ｉ ｐ ｏ ｌ ｙ ｐ ｈ ｏ ｓ ｐ ｈ ａ ｔ ｅ
） な ど の 分 散 剤 を 加 入 す る と よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
公 知 技 術 か ら わ か る よ う に 、 織 み 物 の 組 織 お よ び 厚 さ は 紫 外 線 遮 蔽 効 果 に 影 響 す る 。 織 み
物 の 組 織 が 密 で あ る ほ ど 、 そ の 通 気 度 や 開 孔 率 は 低 く な り 、 或 い は 織 み 物 の 厚 さ が 厚 く な
る ほ ど 、 そ の 紫 外 線 遮 蔽 性 は 向 上 す る が 、 一 般 に 紫 外 線 遮 蔽 性 が 要 求 さ れ る 織 み 物 の 用 途
は ほ と ん ど が 夏 季 に 使 用 さ れ る も の で あ り 、 織 み 物 の 通 気 度 や 開 孔 率 が 低 す ぎ た り 、 ま た
は 厚 さ が 厚 い と 、 着 用 し た と き の 快 適 性 に 影 響 す る 。 オ ー ス ト ラ リ ア ／ ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド
規 格 Ａ Ｓ ／ Ｎ Ｚ Ｓ ４ ３ ９ ９ ： １ ９ ９ ６ 　 Ｓ ｕ ｎ 　 Ｐ ｒ ｏ ｔ ｅ ｃ ｔ ｉ ｖ ｅ 　 Ｃ ｌ ｏ ｔ ｈ ｉ ｎ
ｇ － Ｅ ｖ ａ ｌ ｕ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 　 ａ ｎ ｄ 　 Ｃ ｌ ａ ｓ ｓ ｉ ｆ ｉ ｃ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ 基 準 に お け る 紫 外 線
防 護 フ ァ ク タ ー Ｕ Ｐ Ｆ （ Ｕ ｌ ｔ ｒ ａ ｖ ｉ ｏ ｌ ｅ ｔ 　 Ｐ ｒ ｏ ｔ ｅ ｃ ｔ ｉ ｖ ｅ 　 Ｆ ａ ｃ ｔ ｏ ｒ
、 以 下 「 Ｕ Ｐ Ｆ 」 ） と 紫 外 線 遮 蔽 効 果 に 関 す る 評 価 に 基 づ く と 、 Ｕ Ｐ Ｆ が １ ５ ～ ２ ４ の と
き に は 、 そ の 紫 外 線 遮 蔽 効 果 は 「 良 い 」 （ Ｇ ｏ ｏ ｄ 　 ｐ ｒ ｏ ｔ ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ） で 、 Ｕ Ｐ Ｆ
が ２ ５ ～ ３ ９ で は 「 大 変 良 い 」 （ Ｖ ｅ ｒ ｙ 　 Ｇ ｏ ｏ ｄ 　 ｐ ｒ ｏ ｔ ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 、 Ｕ Ｐ Ｆ
が ４ ０ ～ ５ ０ ま た は ５ ０ 以 上 に な る と 「 特 に 優 れ て い る 」 （ Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ ｌ ｅ ｎ ｔ 　 ｐ ｒ ｏ
ｔ ｅ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ） と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
織 物 を 着 用 し た と き の 快 適 性 を さ ら に 向 上 さ せ る た め 、 本 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る 繊 維 を
生 産 す る 際 に 紡 糸 段 階 に お い て 、 例 え ば 十 字 型 、 Ｙ 字 型 、 Ｗ 字 型 な ど の 異 型 断 面 を も つ 紡
糸 口 金 （ ｓ ｐ ｉ ｎ ｎ ｅ ｒ ｅ ｔ ） を 使 用 し 、 か か る 異 型 断 面 の 繊 維 の 導 水 溝 や 大 き な 表 面 積
を 利 用 し て 紫 外 線 遮 蔽 性 お よ び 吸 湿 排 汗 効 果 を も つ 織 物 を 製 造 す る こ と も で き 、 該 織 物 は
特 に 夏 季 の カ ジ ュ ア ル 用 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
測 定 方 法
（ １ ） Ｕ Ｐ Ｆ の 測 定
オ ー ス ト ラ リ ア ／ ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド 規 格 Ａ Ｓ ／ Ｎ Ｚ Ｓ ４ ３ ９ ９ ： １ ９ ９ ６ 基 準 で 測 定 す る
。
（ ２ ） 織 物 の 開 孔 率 の 測 定
測 定 方 法 は 、 織 物 を 倍 率 １ ０ ～ ５ ０ 倍 の 光 学 顕 微 鏡 下 に お き 、 光 源 を 織 物 の 内 側 に 置 い て
織 物 に 光 を 通 し て 写 真 を と る と 、 写 っ た 写 真 の 白 色 部 分 が 織 物 の 開 孔 部 と な る 。 写 真 中 の
被 測 定 織 物 全 体 の 総 面 積 に 占 め る 白 色 部 分 の 総 面 積 を 計 算 し 、 そ の パ ー セ ン テ ー ジ が 織 物
の 開 孔 率 で あ る 。
（ ３ ） ヤ ー ン の 磨 耗 性 の 測 定
測 定 す る ヤ ー ン を ３ ０ ０ ｍ ／ 分 の 速 度 で 、 ０ ． ５ グ ラ ム ／ デ ニ ー ル （ ｇ ｍ ／ ｄ ｅ ｎ ｉ ｅ ｒ
） の 張 力 下 に お い て 、 直 径 ０ ． ２ ５ ｍ ｍ の 銅 線 と 摩 擦 さ せ 、 銅 線 が ヤ ー ン の 摩 擦 に よ っ て
断 裂 し た と き の ヤ ー ン が 通 過 し た 長 さ を 記 録 す る 。 ヤ ー ン の 通 過 し た 長 さ が 長 い ほ ど 、 被
測 定 ヤ ー ン の 磨 耗 性 が 高 く な い こ と を 示 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
【 実 施 例 】
実 施 例 １
平 均 粒 径 １ ０ ０ ナ ノ メ ー ト ル （ ｎ ｍ ） 以 下 で ０ ． ５ 重 量 ％ お よ び 平 均 粒 径 ０ ． ３ μ ｍ 以 上
で ０ ． ４ 重 量 ％ の 、 紫 外 線 反 射 効 果 を 有 す る 無 機 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 含 有 の ポ リ エ ス テ ル
チ ッ プ を 添 加 し 、 紡 温 ２ ９ ０ ℃ 、 紡 速 ３ ０ ０ ０ ｍ ／ 分 で Ｐ Ｏ Ｙ （ Ｐ ａ ｒ ｔ ｉ ａ ｌ ｌ ｙ 　 Ｏ
ｒ ｉ ｅ ｎ ｔ ｅ ｄ 　 Ｙ ａ ｒ ｎ ） を 製 造 し 、 さ ら に Ｐ Ｏ Ｙ を 仮 撚 り し て 、 ６ ０ ０ ｍ ／ 分 の 速 度
で 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る Ｄ Ｔ Ｙ （ Ｄ ｒ ａ ｗ 　 Ｔ ｅ ｘ ｔ ｕ ｒ ｅ ｄ 　 Ｙ ａ ｒ ｎ ） を 製 造 す る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
実 施 例 ２
紡 糸 お よ び 仮 撚 り の 条 件 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る Ｄ Ｔ Ｙ を 生 産
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す る が 、 使 用 す る ポ リ エ ス テ ル チ ッ プ 中 に 、 平 均 粒 径 が １ ０ ０ ナ ノ メ ー ト ル （ ｎ ｍ ） 以 下
の 紫 外 線 反 射 効 果 を 有 す る 無 機 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 を 添 加 し 、 添 加 量 を ０ ． ９ 重 量 ％ に 増
加 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
比 較 例 １
紡 糸 お よ び 仮 撚 り の 条 件 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る Ｄ Ｔ Ｙ を 製 造
す る が 、 使 用 す る ポ リ エ ス テ ル チ ッ プ 中 に 、 平 均 粒 径 が ０ ． ３ μ ｍ 以 上 の 紫 外 線 反 射 効 果
を 有 す る 無 機 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 だ け を 添 加 し て 、 添 加 量 を ０ ． ９ 重 量 ％ に す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
比 較 例 ２
紡 糸 お よ び 仮 撚 り の 条 件 は 実 施 例 １ と 同 様 に し て 、 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る Ｄ Ｔ Ｙ を 製 造
す る が 、 使 用 す る ポ リ エ ス テ ル チ ッ プ 中 に 、 平 均 粒 径 が ０ ． ３ μ ｍ 以 上 の 紫 外 線 反 射 効 果
を 有 す る 無 機 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 だ け を 添 加 し て 、 添 加 量 を １ ． ６ 重 量 ％ に 増 加 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
「 評 価 結 果 」
実 施 例 １ 、 実 施 例 ２ 、 比 較 例 １ 、 比 較 例 ２ で 生 産 し た 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る Ｄ Ｔ Ｙ の 規
格 は 、 繊 度 が い ず れ も ７ ５ デ ニ ー ル （ Ｄ ｅ ｎ ｉ ｅ ｒ ） 、 糸 条 数 が い ず れ も ７ ２ 本 で 、 そ れ
を 経 緯 と し て 一 般 的 な ７ ５ デ ニ ー ル ７ ２ 本 の Ｄ Ｔ Ｙ を 用 い て 杼 織 １ ／ １ の 平 織 組 織 に し 、
縦 糸 密 度 ＝ １ １ ２ 本 ／ イ ン チ 、 横 糸 密 度 ＝ １ １ ２ 本 ／ イ ン チ 、 坪 量 ＝ ９ ２ ｇ ／ ｍ ２ 、 布 の
厚 さ ＝ ０ ． ２ ８ ｍ ｍ 、 織 物 の 開 孔 率 ＝ １ ０ ． ６ ％ と な る 。 そ れ ぞ れ の ヤ ー ン 磨 耗 性 （ ｍ ）
及 び 織 物 Ｕ Ｐ Ｆ （ ％ ） の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ０ 】
実 施 例 １ 、 実 施 例 ２ 、 比 較 例 １ 、 比 較 例 ２ で 製 造 し た 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る Ｄ Ｔ Ｙ の 規
格 は 、 繊 度 が い ず れ も １ ５ ０ デ ニ ー ル 、 糸 条 数 が い ず れ も １ ４ ４ 本 で 、 編 織 ２ ２ Ｇ Ｐ Ｋ で
編 み 、 坪 量 ＝ ２ ２ ０ ｇ ／ ｍ ２ 、 布 の 厚 さ ＝ １ ． ０ ｍ ｍ 、 織 物 の 開 孔 率 ＝ ５ ． ３ ％ と な る 。
そ れ ぞ れ の 織 物 Ｕ Ｐ Ｆ （ ％ ） の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ １ 】
上 記 実 験 の 結 果 か ら わ か る よ う に 、 織 物 の 開 孔 率 が 大 き い ほ ど 紫 外 線 遮 蔽 効 果 が 劣 り 、 開
孔 率 が 比 較 的 大 き い と き に 、 本 発 明 を 使 用 し た 繊 維 中 に １ ． ０ 重 量 ％ 以 下 の 平 均 粒 径 が １
０ ０ ナ ノ メ ー ト ル （ ｎ ｍ ） よ り 小 さ い 紫 外 線 反 射 効 果 を 有 す る 無 機 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 を
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添 加 し 、 該 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る 繊 維 を 用 い て 製 造 し た 織 物 は 、 該 織 物 の 紫 外 線 防 護 フ
ァ ク タ ー Ｕ Ｐ Ｆ が 、 同 じ 添 加 量 で 平 均 粒 径 が ０ ． ３ μ ｍ 以 上 の 紫 外 線 反 射 効 果 を 有 す る 無
機 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 の 繊 維 で 製 造 し た 織 物 よ り 明 ら か に 優 れ て い る 。 平 均 粒 径 が １ ０ ０
ナ ノ メ ー ト ル （ ｎ ｍ ） 以 下 の 無 機 二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 の 繊 維 を 使 用 し て 製 造 し た 織 物 と 同
じ Ｕ Ｐ Ｆ を 求 め る の で あ れ ば 、 平 均 粒 径 が ０ ． ３ μ ｍ 以 上 の 紫 外 線 反 射 効 果 を 有 す る 無 機
二 酸 化 チ タ ン 微 粒 子 の 添 加 量 を 増 加 さ せ る 必 要 が あ る が 、 添 加 量 を 増 加 さ せ る と 、 ヤ ー ン
の 磨 耗 性 が 明 ら か に 劣 り 、 加 工 機 械 の 糸 道 が 磨 耗 し や す く な り 、 加 工 機 械 の 使 用 寿 命 が 縮
ま り 、 製 品 の 品 質 が 低 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 に 関 す る 紫 外 線 遮 蔽 効 果 を 有 す る 繊 維 で 製 造 し た 織 物 は 、 織 物 の 開 孔 率 が ２ ５ ％ の
と き に は そ の Ｕ Ｐ Ｆ が ４ ０ ％ を 超 え る た め 、 夏 季 に 本 発 明 に よ る 繊 維 で 製 造 し た 織 物 を 使
用 す れ ば 、 優 れ た 紫 外 線 遮 蔽 性 を 有 す る だ け で な く 、 皮 膚 の 老 化 や 日 焼 け 、 発 癌 性 を 防 止
で き る ほ か 、 通 気 性 が よ く 、 着 用 時 の 快 適 性 が 向 上 す る 。
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